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マレーシアリンギット為替週報 2021 年 8 月 16 日

<Overview> (Aug 9th ~ 13th) 

  

USD/MYR 4.2090 ~ 4.2440 
JPY/MYR 3.8406 ~ 3.8856 
 

米雇用統計ドル高でリンギットは一段安  

 先週のリンギット相場は前週 6 日の米雇用統計や米インフラ投資法

案の上院可決を材料にドル買いリンギ安が一段と進展。翌日発表の米

7 月 CPI で若干戻したものの、4.23 後半の安値圏クローズとなった。 

前週 6 日に発表された米 7 月雇用統計は、NFP：市場予想 870k、実績

値 943K、失業率：市場予想 5.7%、実績値 5.4%と強い内容。FRB ウォラ

ー理事が 8,9 月雇用統計次第で 9 月テーパリング時期の発表をも示唆

していたこともあり、市場はドル急上昇で反応。翌 9 日のリンギット

市場は一段安でスタートした。その後も 10 日に米インフラ投資法案の

上院可決も続きドルは一段上昇。USD/MYR は一時 4.24 台まで上昇。翌

11 日発表の米 7 月 CPI は、インフレ上昇は“一時的”とするパウエル

議長の見解を正当化する内容となりドル上昇は一服。USD/MYR は 4.23

半ば迄戻してクローズとなった。  
 

<Economic Releases> 

Date Time Event Period Actual Forecast* Prior 

9-Aug 12:00 Industrial Production Jun 1.4% -1.0% 26.1% 

13-Aug 12:00 Current Acc. Bal. MYR Q3 14.4B 10.5B 12.3B 

13-Aug 12:00 GDP (YoY) Q3 16.1% 14.1% -0.5% 

13-Aug 12:00 GDP (QoQ) Q3 -2.0% -1.9% 2.7% 
 

<Forecast> (Aug 16th ~ 20th) 

    

USD/MYR 4.2200 ~ 4.2800 
JPY/MYR 3.7800 ~ 3.8900 
 

GDP発表を受けて国内経済への影響懸念続くか 

 先週 13 日に発表された第二四半期 GDP は、前年比+16.1%と市場予想

を上回る結果となったものの、前期比▲2.0%の結果を踏まえると楽観

できる内容ではない。フルロックダウンによる国内経済への影響が深

刻化していることを示す内容と言えるだろう。また、同日マレーシア

中銀が 21 年 GDP 成長見通しを大幅に下方修正。+6.0-7.5%から+3.0-

4.0%へ見直した。ステートメントでは、ワクチン接種進展による国内

経済の回復が言及されていたが、足許の感染状況をコロナ病床占有率

等で見ていくと、現時点では中銀が見込む経済回復の鈍化乃至は後ず

れリスクは相応にあると見ておきたい。掛かる状況下、リンギット相

場に反転上昇の材料を見つけるにはもう少し時間がかかりそうだ。  
 

< Economic Releases> 

Date Time Event Period Actual Forecast* Prior 

20-Aug 15:00 Foreign Reserves  13 Aug - - $111.1B 

*Bloomberg Survey 
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Equity vs Bond (100-day chart) 
FBM KLCI (LHS)          10-year MGS yield (RHS) 

 Major Economic Indicators in Malaysia 
Policy Rate OPR 8-Jul 1.75% GDP (YoY) Q2 16.1% Exports Jun 27.2% 
10Y MGS yield 13-Aug 3.214% CPI Jun 3.4% Imports Jun 32.1% 
FBMKLCI Index 13-Aug 1505.11 Foreign Reserves 30-Jul $111.1B Trade Balance MYR Jun 22.24B 
Unemployment Rate May 4.5% Industrial Production Jun 1.4% C/A Balance MYR Q2 14.4B 

後記：「オジギソウ」 
 休みの日は家の周囲の散歩が最近の定
例イベントになっています。散歩をして
いると普段目に留まらない物が見えてき
ますが、その一つが道端の草や昆虫で
す。その中でも特に我が家でブームとな
っているのが“オジギソウ”。葉に触る
と閉じる動きが子供たちの心を動かした
様で、葉に触ってはそれが閉じるのをジ
ッと見つめています。最近では、オジギ
ソウにもいくつか種類があり、種によっ
て閉じるスピードが違うことも発見。炎
天下の道端で雑草を凝視している我々家
族は傍から見るとかなり怪しいですが、
本人たちは結構真剣です。 
 オジギソウは、その名の通りお辞儀を
するからオジギソウなのですが、英語で
は sensitive plant と呼ぶ様です。葉が
閉じる姿を見て、“お辞儀”と取るの
か、“敏感”と取るのか、地域によって
様々な捉え方があるのですね。今度散歩
される際は、一度道端に目を向けてみて
はいかがでしょうか。面白い発見がある
かもしれません！(内田) 


